
自閉症・情緒障害特別支援学級 自立活動指導案 

指導者 ＊＊ ＊＊ 

 

１ 題材名「相手の気持ちを正しく受け止め、自分の気持ちを伝えよう」 
 
２ 題材について 

本題材は特別支援学校中学部学習指導要領 第 7章自立活動 第２ 内容の中〈３ 人間関係の形成〉の 
学習である。特に本時は「他者の意図や感情の理解に関すること」に重点を置いた指導を行う。 
本学級の生徒５名は、集団での人間関係の形成や他者とコミュニケーションを取ることに対して課題が 

ある。特別支援学級では、少人数の固定された友達関係であることから、現在は互いにトラブルなく接す 
ることができている。しかし、交流学級では、相手の言葉の意図を自身の勝手な解釈で受け取ってしまう 
様子が見られる。特別支援学級での生活を、交流学級で十分に活かしているとは言い難い状況である。 
本時の学習では、日常生活で起きてしまう、自分と他者の気持ちや感じ方の違いによるトラブルに対し 

て、「なぜそのようなことが起きてしまうのか」「何に気を付ければトラブルを回避できるのか」について 
理解を深め、生活の中で実践できるようにロールプレイングを行う。活動の中で生徒が自分で判断し、決 
定する機会を作り、それが上手くいく体験をすることで生徒が自信をもてる活動にしたい。また、上手く 
いかなかった場合のコミュニケーションの難しさにも触れ、自分が感じたことが必ずしも正しいわけでは 
なく、人によって気持ちの表し方や感じ方が異なることを経験として気付かせたい。また、本校課題研究 
との関連では、共感的な態度を意識して活動し、温かい雰囲気の中で生徒が安心感をもって学ぶことがで 
きる時間となるようにしていく。 

 

３ 生徒の実態と個別目標 

氏名 題材における生徒の実態 題材における目標 

A 

・特別支援学級の同級生や後輩との交流が中心で、考
え方が非常に幼く、面倒なことや嫌なことから逃げ
る傾向にある。相手が何を自分に伝えたいのか正し
く理解することが難しい。 

・相手の気持ちを正しく受け止めることができ、自分
の言動が、相手に対して失礼にならないか考えるこ
とができる。 

B 
・相手の言っていることを理解することができるが自
分の気持ちを相手に伝えることを苦手としている。
また、声が小さく自信をもてない様子が見られる。 

・相手の言っていることを正しく理解できていること
に気付き、自分の気持ちを自信をもって伝えること
ができる。 

C 

・自分の感情をうまくコントロールできないことがあ
る。特に一度嫌だと思った相手にはマイナスの感情
を持ち続ける。自分のことを棚に上げて、相手を責
める傾向にある。 

・マイナスの感情をもっている相手だとしても、冷静
に相手の気持ちを受け止め、自分の気持ちも伝える
ことができる。 

D 

・特別支援学級の生徒と限られた教師との会話が中心
で、交流学級では他の生徒に積極的に関わることを
苦手としている様子が見られる。 

・相手の気持ちを正しく受け止めることができている
点を自信につなげ、自分から交流学級の生徒とも関
わることができる。 

E 
・家から出ることがなく、家族以外との交流がほとん
どない状況である。 

・他者の考えに触れ、自分とは異なる感じ方や考え方
があることを理解できる。 

 

４ 指導と評価の計画（３時間扱い） 

月 学習内容・活動 
評 価 

A B C D E 

６ １ 

自分の気持
ちを伝えよ
う。 

自分の気持ち
を素直に伝え
ることができ
る。 

相手に聞こえ
る声で、自分の
気持ちを伝え
ることができ
る。 

安定した気持ち
で、相手に自分
の気持ちを伝え
ることができ
る。 

交流学級の生
徒にも自分の
気持ちを伝え
ることができ
る。 

家族以外の相

手にも自分の

気持ちを伝え

ることができ

る。 

10 

本 

時 

１ 

相手の気持
ちを正しく
受け止めよ
う。 

相手の気持ち
を正しく受け
止められてい
なかったこと
を理解できる。 

相手の言って
いることを正
しく理解でき
ていることに
気付くことが
できる。 

マイナスの感情
をもっている相
手の気持ちを、
冷静に受け止め
ることができ
る。 

相手の気持ち
を正しく受け
止めることが
できているこ
とに気付き自
信がもてる。 

自分とは異な

る感じ方や考

え方があるこ

とを理解でき

る。 

12 １ 

相手の気持
ちを正しく
受け止め、
自分の気持
ちを伝えよ
う。 

相手の気持ち
を正しく受け
止め、素直に自
分の気持ちを
伝えることが
できる。 

相手に聞こえ
る声で、自分の
気持ちを伝え
ることができ
る。 

マイナスの感情
をもっている相
手でも、冷静に
安定した気持ち
でやり取りがで
きる。 

相手の気持ち
を正しく受け
止め、交流学級
の生徒にも自
分の気持ちを
伝えることが
できる。 

自分とは異な

る考え方があ

ることを理解

し、家族以外に

も気持ちを伝

えることがで

きる。 



５ 本時の指導 

（１）目標 

ア 全体目標 

・相手の気持ちを正しく理解することができる。            （思考・判断・表現） 

イ 個別目標 

A  ・ロールプレイングを通じて、今まで相手の気持ちを正しく受け止められていないことがあっ 

たことを理解できる。                         【３－（２）】 

B ・相手の言っていることを、正しく理解できていたことに気付くことができる。 

【３－（２）】【３－（３）】 

C ・マイナスの感情をもっている相手だとしても、冷静に相手の気持ちを受け止めることができ 

る。                           【２－（１）】【３－（２）】 

D ・今までを振り返り、相手の気持ちを正しく受け止めることができていたことに気付き、自信 

をもつことができる。                   【３－（２）】【３－（３）】 

E ・他の生徒の意見を聞き、自分とは異なる感じ方や考え方があることを理解できる。 

【３－（１）】【３－（２）】 

（２）準備・資料  ・生徒用ワークシート ・人物カード ・気持ちカード 

 

（３）展開                             生徒指導の実践上の４つの視点 

学習内容・活動 
教師の指導・支援と評価（※評価） 

全体 A B C D E 

１ 本時のめあて 
を確認する。 

 
 
 
 
 
 
２ 実体験をもと 
 とに、相手の気 
 持ちを読み取れ 
 ずすれ違った場 
面がなかったか 
考えワークシー 
トに記入する。 

 
 
３ 相手とすれ違 
ってしまった理 
由を考えワーク 
シートに記入す 
る。 

 
 
 
 
４ そのときどう 
いう言動をとる 
のが良かったの 
かを考える。 

 ・ロールプレイ 
  をする。 
 ・演じてみて、 

自分の考えを 
まとめる。 

 
５ 本時のまとめ 
をする。 

 
６ 本時の振り返 
りを行う。 

・課題を確認ること 
で、見通しをもっ 
て学習に取り組め 
るようにする。 

 
 
 
 
・各自、今までの生 
活で、相手の気持 
ちを読み取ること 
ができずに、すれ 
違った経験がない 
かを考え、本時の 
めあてにつなげら 
れるようにする。 

 
・すれ違った経験を 
もとに、その理由 
を考えられるよう 
にする。 

・理由が分からない 
場合は、気持ちカ 
ードのどれに近い 
かを考えさせる。 

 
・実際に自分がその 
立場になった場面 
をロールプレイン 
グを通じて考え、 
どういう言動をと 
るのが良かったの 
かを考えるように 
する。 

 
 
・生徒の言葉を使っ 
てまとめをする。 

 
・相手はどのような 
気持ちであったか 
を振り返る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・実体験が出て 
こない場合、 
学校生活であ 
った場面を具 
体的に助言す 
る。 

 
 
 
・理由が考えら
れない場合
は、一つ一つ
一緒に丁寧に
振り返るよう
にする。 

【安心・安全】 

 
 
 
 
 
 
 
 
・実体験が出て
こない場合は
学校生活以外 
でなかったか 

 考えてみるよ 
う助言する。 

 
 
 
・気分がのらず
に、理由を記
入できない場
合も考えられ
るが、できる 
範囲で参加
するように
促す。 

【安心・安全】 

 
 
 
 
 
 
 
 
・他者の考え方 
を批判せず
人それぞれ
の考え方が
あることを
助言する。 

 
 
 
・理由を考える
ことができた
ときには称賛
し、自己肯定
感が高まるよ 
うな声掛け
をする。 

【自己存在感】 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・質問を単純化 
することで、 
自分の意見が 
より答えやす 
くなるよう支 
援する。 

 
 
 
・理由がわから
ず落ち込み始
めた場合は、
理由を考える
ことに意義が 
あると前向
きに捉えら
れるように
励ます。 

【安心・安全】 

 
 
 
 
 
 
 
 
・自分のペース
で学習を進め
ることで、よ
り状況を考え
られるよう支 
援する。 

 
 
 
・理由がわから
ず、本人が困
ってしまうこ
とが考えられ
るので、教師 
と一緒に級
友の意見を
聞いてみる
ように声掛
けをする。 

【安心・安全】 

相手はどのよ 

うな気持ちなの 

か理解しよう。 

※＜評価＞ 

Ａ 今まで相手の気持ちを正しく受け止められていなかったことを理解 

する。 

Ｂ 相手の言っていることを、正しく理解できていたことに気付く。 

Ｃ マイナスの感情をもっている相手だとしても、冷静に相手の気持ち 

を正しく受け止めている。 

Ｄ 今までを振り返り、相手の気持ちを正しく受け止めることができて 

いたことに気付く。  

Ｅ 他の生徒の意見を聞き、自分とは異なる感じ方や考え方があること 

を理解する。 

（観察、発言） 

・活動のための約束事として、人を批判しないこと、自分を傷つけないこと
を最初に全体で確認し、生徒が自分の考えや気持ちを安心して言える雰囲
気づくりを行う。                  【安心・安全】 

・自分の意見を発表した生徒に対しては、生徒とともに教師も共感すること
で、安心できる雰囲気をつくる。           【安心・安全】 


